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交付対象事業の名称

【実績】
事業の概要（①②③④を必ず明記）
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

事業
始期

事業
終期

総事業費
（円）

交付金
充当額
（円）

成果及び評価
①成果・効果
②評価

課題及び今後の方向性
①課題
②今後の方向性

79,895,518 79,037,000 

1 単 手洗い・便器自動水栓設置工事

①役場庁舎・議会棟のトイレの手洗い・便器を自動水栓化し、非接触化に
することで、新型コロナウイルス感染症拡大の防止、衛生面、利便性の向
上を図った。
②手洗自動水栓10基、小便器自動水栓13基、大便器自動水栓19基の自
動水洗化及び非接触化
③工事請負費　一式2,240,700円
④役場庁舎・議会棟

R3.4.27 R3.7.30 2,240,700 2,240,700

①役場庁舎・議会棟のトイレにおいて便器及び
洗面台を自動水栓化にし、非接触化を図った。
②不特定多数が利用する役場庁舎・議会棟のト
イレにおいて、非接触率が高まり、感染リスクの
軽減が図られた。

①適切な管理を行い長寿命化を図る必要があ
る。
②感染リスクの軽減を図るため適切な管理をす
る必要がある。

2 単 役場庁舎熱交換器換気扇交換工事

①役場庁舎に設置している熱交換器換気扇を更新することにより換気を
良好にし、新型コロナウイルス感染症拡大防止を図った。
②熱交換器換気扇6基を更新
③工事請負費　一式3,652,000円
④役場庁舎

R3.5.31 R3.8.2 3,652,000 3,652,000

①役場庁舎に設置している熱交換器換気扇6基
を更新し換気を良好にした。
②不特定多数が利用する役場庁舎の換気性能
が向上し、感染リスクの軽減が図られた。

①適切な管理を行い長寿命化を図る必要があ
る。
②感染リスクの軽減を図るため適切な管理をす
る必要がある。

3 単 雇用維持・事業持続化支援事業

①新型コロナウイルス感染症の影響により、売上げが減少した事業者の
雇用維持と事業継続を支援した。
②対象期間内に支出した固定費（人件費、家賃、リース料、広告費、電気
料、水道料、燃料費）
③固定費の1/2以内（予算の範囲内）
　・支援金　49,199千円
④村内事業者

R3.4.1 R3.7.2 49,199,000 49,199,000

①交付決定件数：2件
   R2.12月～R3.3月　固定費の1/2以内
②村内事業者の雇用維持及び事業継続に繋
がった。

①新型コロナウイルス感染症が長期化している
ことから、村内事業者は引き続き厳しい経営状
況を強いられている。
②社会情勢及び地域経済を注視したうえで、必
要な対策を検討する。

4 単
「大潟村から元気を！」地域活力回復
事業（飲食券配布事業）

①村民に飲食券を配布することで、消費喚起を図り、村内飲食事業者の
事業継続を支援した。
②村民1人につき、3,000円分の飲食券を配布し、使用された券に対し負
担金を交付
③・印刷製本費　390千円
　 ・郵券料　　　  301千円
　 ・負担金　　　8,450千円
④村内飲食店

R3.4.30 R4.3.31 9,140,318 9,136,850

①配布枚数：9,312枚
   利用枚数：8,450枚（利用率90.74％）
②村内飲食店の利用促進と消費拡大に寄与
し、村内飲食事業者の支援に繋がった。

①新型コロナウイルス感染症の影響による外出
自粛ムードが続いたことから、事業初期から飲
食券の利用控えがあり、事業終期に集中した。
②新型コロナウイルス感染症の状況を見極めな
がら、事業者及び利用者の双方が利用しやす
い事業を検討する。

5 単
「大潟村から元気を！」地域活力回復
事業（花火打上事業）

①新型コロナウイルス感染症の影響によるイベント等の中止などにより、
落ち込んだ地域活力の回復を図った。
②花火打上に係る経費、周知に係る経費
③委託料　990千円
   文書配布委託料　44千円
④県内事業者

R3.7.12 R3.9.12 1,034,000 1,025,468

①8月16日花火打上を実施
②コロナ禍により村内イベントの中止が相次い
だ中、花火を打ち上げることで地域活力の回復
が図られた。

①新型コロナウイルス感染症対策を講じたなか
での開催に苦慮した。
②地域活力及び村民の交流環境を維持するた
め、引き続き努める。

6 単 保健センター改修工事

①従来の保健事業に加え、ワクチン接種業務など新型コロナウイルス感
染症に対応するため、保健師等の人員増を図ったが、事務作業スペース
の確保が困難となった。３密を避けながら事業を円滑に実施するため、保
健センター事務室を拡充した。
②保健センター事務室の拡張
（隣室間の壁撤去、照明・壁・床等の補改修）
③工事請負費　929千円
　〔内訳〕
　・解体工事　196千円
　・仕上工事　201千円
　・電気工事　198千円
　・設備器具等撤去　85千円
　・雑工事　19千円
　・諸経費　230千円
④大潟村保健センター

R3.10.12 R4.1.28 929,500 382,982

①保健センター事務室の壁を撤去するなど、３
密を避けながら事業を円滑に実施するための
拡張工事を行った。また、スペースが確保でき
たたため、保健センターをワクチンの個別接種
会場としても使用している。
②事務室を拡張し、スペースを確保することで、
３密を避けながら村民からの相談を受けること
ができるようになるなど、保健センターを新型コ
ロナウイルスに対応した施設とすることができ
た。

①今後、コロナ禍における職員体制等のソフト
面も整備がさらに必要を考える。
②見通しがたたないまま長期化する現状のな
か、新型コロナワクチン集団接種の時期には、
他部署から職員を派遣してもらうなどして対応
する。

合計
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7 単
子育て世帯への臨時特別支援金（村事
業分）

①国事業の所得制限を超えた子育て世帯についても、長期化する新型コ
ロナウイルスの影響は多大であることから、子育て世帯に対する公平な
経済的支援を目的に給付事業を実施した。
②児童手当（特例給付）受給者及び国事業所得制限を超えた高校生世帯
への給付金（子育て世帯への臨時特別支援金）
③100,000円×137人=13,700,000円
④児童手当（特例給付）の受給者及び 高校生の保護者で児童手当（特例
給付）相当の所得の方

R4.1.27 R4.3.31 13,700,000 13,400,000

①対象者137人に支給した。
②国が実施した「子育て世帯への臨時特別給
付金」と併せて本事業を実施したことにより、子
育て世帯に対する公平な経済的支援を行うこと
ができた。

①新型コロナウイルスの影響が長期化するなか
で、今後も状況に応じて支援していく必要があ
る。
②新型コロナウイルス感染症の状況を見極めな
がら、安心して子育てができる支援を検討して
いく。
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